
 

 

 

定例プレスリリース（令和 7 年 10 月 27 日） 

 

プレスリリース事項 

 

１．市内の保育園で「酒田のラーメン給食」を行います（保育こども園課） 

２．こども家庭センター研修会の開催（こども未来課） 

３．第四中学校区義務教育学校設置準備委員会の設立（企画管理課） 

４．人権フォーラムの開催（共生社会課） 

５．2025城下町松山秋まつりの開催（松山総合支所） 

６．東京 2025デフリンピックに出場する本市出身選手の応援パネルを設置し

ます（スポーツ振興課） 

 

 

 

 

 

定例プレスリリースは原則週一回、毎週月曜日に行います（月曜日が休日およ

び祝日の場合は翌日）。次回の定例プレスリリースは令和 7年 11 月 4日（火）

に行います。 

 

 

 

 

●プレスリリースに関するお問い合わせ 

市長公室広報広聴係 池田 

      ℡ 26-5706、FAX 26-3688 

  Eメール koho@city.sakata.lg.jp 

 



 

令和 7年 10月 27日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

市内の保育園で「酒田のラーメン給食」を行います 

 

 酒田市麺類食堂組合が市内の保育園、認定こども園 3園を訪問し、食育および

保育園給食の一環として、作りたてのラーメンを園児に提供いたします。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／11月 5日（水）午前 10時 30分～正午 

○場所／酒田ふたば園（日吉町 1-1-7、℡22-1224） 

（教頭 富樫峰子 園児 46人、職員 19人） 

亀ヶ崎保育園（亀ケ崎 3-14-29、℡22-2013） 

（園長 後藤とし子 園児 81人、職員 27人） 

アテネ認定こども園（若原町 1-44、℡22-2789） 

（園長 齊藤公乃 園児 98人、職員 38人） 

◆事前に取材する園をお知らせください。当日、市担当者が案内します。 

◆ラーメン給食の詳細については、酒田市麺類食堂組合の「めん工房さらしな」

℡24-2258へ問い合わせてください。 

 

●お問い合わせ／ 

保育こども園課 佐々木 

℡ 25-0233 FAX 23-2258 

Eメール hoiku@city.sakata.lg.jp 

 

◆ポイント 

○本活動は昭和 53年に開始され、40年以上にわたり実施されています。 

〇コロナ禍で令和 2 年から令和 6 年の間は活動を休止しており、今年 6 年ぶ

りの活動再開となります。 

〇本市で昔から親しまれている本物の「酒田ラーメン」の味を子どもたちに 

「視覚的」「味覚的」に知ってもらうことを目的にしています。 

〇訪問した保育園では、園児が感謝の合唱や記念品を贈り、園児と店主たちと

のふれあいの場にもなっています。 

 



 

令和 7年 10月 27日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

こども家庭センター研修会を開催します 

 

 このたび、一般社団法人ヤングケアラー協会 代表理事 宮﨑成悟氏を講師に招

き「こども家庭センター研修会」を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／11月 5日（水）午後 1時 30～3時 30分 

○場所／総合文化センター １階ホール 

○対象／一般市民、学校関係者、保護者、民生委員、主任児童委員 など 

○内容／講演 知っていますか？ヤングケアラーのこと 

       ―当事者の人生から考える支援のあり方― 

○市側出席者／健康福祉部長 

○申し込み／事前に電話、FAX、メールなどで市こども未来課へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お問い合わせ 

こども未来課 こども家庭係 阿部里佳 

℡ 0234-24-0981、FAX 0234-23-2258 

Eメール mirai@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

○現在関心が高まっているヤングケアラーに関し、元ヤングケアラーであり現

在は支援者として支援に尽力する宮﨑氏を講師に迎え、ご講演いただきま

す。 

○宮﨑氏は Forbes Japan「世界を救う希望 100 人」に選出されたり、省庁の

ヤングケアラー関係事業の委員等を歴任したりと第一線で活躍されていま

す。直接講演を聞くことができる大変貴重な機会であるため、現在、本市外

からの参加申込も多数いただいています。 

○中高生の 17 人に 1 人はヤングケアラーといわれています。宮崎氏の経験か

らヤングケアラーの実態に迫るとともに、支援のあり方について考えます。 



https://x.gd/vYixK

https://x.gd/vYixK


所属名

代表者

連絡先 電話番号：

ＦＡＸ送信票不要
酒田市 こども未来課 行き
（ＦＡＸ ０２３４－２3－２２５８、E-mail：mirai@city.sakata.lg.jp）

酒田市こども家庭センター研修会
出席報告書
（令和７年11月5日開催）

◎出席者名簿

◎講師の先生へ質問等ございましたらご記入ください。

mailto:mirai@city.sakata.lg.jp


 

令和 7年 10月 27日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

第四中学校区義務教育学校設置準備委員会 

を設立します 

 

 このたび、第四中学校区義務教育学校設置に係る諸課題を検討するため、「第

四中学校区義務教育学校設置準備委員会」を設立します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／11 月 6 日（木）午後 6 時 30 分～午後 8 時（予定） 

○場所／公益研修センター（東北公益文科大学キャンパス内） 

○委員／地域住民、ＰＴＡ、教育後援会および同窓会の代表、教職員 70 人 

○内容／準備委員会規約および今後の日程等について協議 

    準備委員会役員（会長・副会長）の選出 

    各部会における協議等 

 

●お問い合わせ 

教育委員会企画管理課 

学区改編・義務教育学校整備室 庄司、鈴木 

℡ 26-5627、FAX 23-2257 

Eメール gakku@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

〇令和 10 年度に市立新堀小学校、市立広野小学校、市立浜中小学校、市立黒

森小学校および市立十坂小学校が統合、令和 15 年度に統合した小学校と市

立宮野浦小学校、市立第四中学校を義務教育学校として開校する。 

〇小学校統合から義務教育学校開校までの諸課題を検討し、学校統合および開

校を円滑に進めるため、地域住民、ＰＴＡ、教育後援会および同窓会の代表、

教職員により組織する準備委員会を設立します。 

〇準備委員会では、義務教育学校を見据えた校名案、校歌、教育課程や交流事

業、ＰＴＡ、教育後援会・同窓会の組織体制等について、各部会を設けて協

議を進めていきます。 



 

令和 7年 10月 27日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

「人権フォーラム」を開催します 

 

 このたび、人権フォーラムを開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／11月 8日（土）午後 1時～3時 

○場所／公益研修センター ホール 

〇主催／酒田市、酒田人権啓発活動地域ネットワーク協議会 

○費用／無料 

※入場整理券または事前に電話申し込みが必要。当日席に空きがあれば、入場整

理券がなくても参加できます。 

○内容／ 

【第 1部】人権作文・書道コンテスト酒田地区大会 

     表彰式および入賞作品（作文）の発表（朗読） 

【第 2部】講演会 

     講師 酒田・時を奏でる宿 若葉旅館 三代目 

山形県総合政策審議会 委員 矢野 慶汰 さん 

     演題 「旅で辿る世界の人権―自己・他者、地域の尊厳を尋ねる―」 

〇人権書道作品、人権啓発活動等の展示も行います。      

 

                       

 

 

 

 

 

 

矢野 慶汰 さん 

○小中学生の人権作文・書道コンテスト表彰式と人権に関する講演会を組み

合わせ、人権について考える機会を提供し、広く市民に人権意識の高揚を

図ることを目的としています。 

〇第 2部の講演会では、講師が世界各地で撮りためた写真をもとに、異文化

を紹介しながら人権の本質に触れ、庄内に暮らす私たちの未来を共に考え

ます。 

●お問い合わせ／ 

共生社会課 男女共同参画・多文化共生係 

（担当：伊藤愛理） 

℡ 21-0826、FAX 26-5617 

Eメール kyousei@city.sakata.lg.jp 

（問い合わせ先には担当者名も明示してください） 

（テキストボックスの大きさは変えても構いません） 

 

 

 



 

令和 7年 10月 27日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

2025 城下町松山秋まつりを開催します 
 

 このたび、2025 城下町松山秋まつりを開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／11月 9日（日）午前 10時～午後 2時 

○場所／松山農村環境改善センター（山田 28番地） 

○入場料／無料 

○内容／松山地域の地元出店者やキッチンカーによる飲食・物産販売。クラフト

作家によるワークショップ、バルーンパフォーマンスや似顔絵コーナーなど 

 

  

 

 

 

 

 

●お問い合わせ／ 

まつやま産業フェア実行委員会事務局  

(松山総合支所地域振興係内) 後藤 

℡ 0234-62-2611、FAX 0234-62-2618 

Eメール Shinko-matsuyama@city.sakata.lg.jp 

（問い合わせ先には担当者名も明示してください） 

（テキストボックスの大きさは変えても構いません） 

 

◆ポイント 

〇昨年度は大雨災害により中止を余儀なくされましたが、この度 2年ぶりに開

催するイベントです。 

〇松山地域内外を主とした様々なお店が、おいしい食べ物やクラフト作品など

を販売します。 

〇出店の他、まつやま大手門くらふとフェアでお馴染みの作家さんによるワー

クショップをはじめ、似顔絵コーナーやバルーンパフォーマンス、しいたけ

の植菌体験や木工クラフトなど家族みんなで楽しめる催しも盛りだくさん

です。 

〇苗木のプレゼントも数量限定で行います。(1 回目 10 時～、2 回目 11 時 30

分～) 







 

令和 7 年 10 月 27 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

東京 2025 デフリンピックに出場する 

本市出身選手の応援パネルを設置します 

 

このたび、日本で初開催される「東京 2025 デフリンピック」に出場する本市

出身選手の活躍を祈念するとともに、大会を盛り上げるため、下記期間で応援パ

ネルを設置いたします。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○展示期間／10月 27日（月）～11月 26日（水） 

○展示場所／市役所 1階 正面玄関前 

 

◆ポイント 

○デフリンピックは、4年に一度開催される聴覚障がい者のためのオリンピック。今

年開催される「東京 2025 デフリンピック」は 100 周年の記念大会であり、日本で

初めての開催となる。 

○開催日程／11月 15日（土）～26日（水） 

○本市出身のデフリンピック出場選手は下記 3人。 

・齋藤 京香（さいとう きょうか）選手（CPAエクセレントパートナーズ㈱所属） 

水泳競技（50ｍ・100ｍ・200ｍバタフライ、4×100ｍメドレーリレー）に出場 

・齋藤 丞（さいとう たすく）選手（東北エプソン㈱所属） 

陸上競技（1500ｍ、5000ｍ）に出場 

・齋藤 心温（さいとう しおん）選手（HOYA Technosurgical㈱所属） 

  サッカー競技に出場 

○9 月 25 日（木）に、市スポーツ振興会・市スポーツ推進委員会が主催で壮行会を

行った。 

○本市から 3選手それぞれに激励金を交付している。 

●お問い合わせ／ 

スポーツ振興課スポーツ振興係 小松 

℡ 43-6651、FAX 23-2257 

Eメール sports@city.sakata.lg.jp 

 


